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令和８年度 指定管理施設の管理運営に関する月次評価について 
 

施設所管課名：民生局福祉こども部障害福祉課 

 

１ 施設概要 

施設名称 福祉援護センターかがみ田苑 

指定管理者名 社会福祉法人 海風会 

指定期間 令和７年（2025 年）４月１日～令和 12年（2030 年）３月 31 日（５年間） 

 

２ 月次評価 

評価月 評価 

４月 

 毎日、朝と夕方に行うショートミーティングを通じて職員間の情報共有

が密に行われ、利用者に寄り添った支援が実践されていた。令和７年度の

一年間の運営を通じた事例報告会では、利用者支援の全般的な改善が報告

され、専門的な支援の実践によるものと大いに評価できる。送迎サービス

にあたっては、運転手のアルコールチェック制度を導入し、安全管理の向

上にも取り組んでいた。また、近隣住民との良好な関係性も構築されてお

り、今後ますますの発展を期待したい。 

５月 

 給食委員会にて給食の提供について話し合いが行われ、食事提供時間を

２段階に設定することで、温かい食事や人気のある麺類をのびずに提供で

きるようになった。給食委員会から数日後には実行に移すことができてお

り、委託業者との連携や利用者目線での支援が提供されている。また、外

部の利用者やスタッフによる支援実践指導により、支援の技術向上に努め

る姿勢が評価できる。管理者と支援員等との面談を実施し、良好な人間関

係や職場風土の醸成にも取組んでいた。 

６月 

地震を想定した避難訓練の実施にあたっては、利用者 29 名に加え職員

20 名が参加し、施設敷地内駐車場への避難を実施したところ、目標時間の

15 分を大幅に上回り、10 分以内での避難を完了したということであった

が、今後も災害時等に備えた利用者の安全確保に向けた継続的な取組みに

期待したい。 

また、訓練の実施記録の作成にあたっては、生成 AI を活用した業務の効

率化にも取組み、記録作業にかかる時間と労力の削減により、利用者支援

等の業務の充実に生かせている点が評価できる。 

さらに、給食の提供にあたっては、給食委員会の実施に加え、保護者向

け試食会を２回実施し、保護者の意見を直接聴取しながら利用者満足度の

向上に取組む姿勢も評価できる。 

 


